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甲
( り 与 式 = 一 7 ± 2 一 1

=点

( 2) 与式 = 一 紀 × 5 ±
1

=ー85な 54
1

=ー

～
( 3 ) 与 式 = ( 6 xy ) ÷ ( 2 xy ) ← 8 xY ÷ [ 2xy )

= 3 xr 4
m～

( 4 ) 与 式 = 4 一 4万 t 6 t 26

= 10 . 2万
～

2
.

式 を 整理 すると
3 x

2
6 x t x 2 = x ー 1

3 x6 x1 = 0



解 の 公式 より

x =

一 ( 6 ) ±√ G . 64 × 3 *以÷
2 × 3

=

6 ±癌

に4
m

) 分子分母 を 2 で 割 る

参考
ax tbx t ( = 0 ( ato ) の 解 の 公式 は =

一b ± )beuac式
3 ( 1 回目 に 取 ったカ ー

ド
, 2 回目 に 取

ったカ ー ド )と 表
す
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5 ) 1 全部 で 10通り
～～( 3

,
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,
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,
5 )
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5 )

このうち
.
大 き 方 ÷ 小 さい 方 の 余 りが 1 になるのは

( 2 , 3 ) → 3 ÷ 2 = 1 . 1

( 2 ,
5 ) → 5 ÷ 2 = 2 い



( 3
,
4 ) → 4 : 3 = 1 . 1

( 4
,

5 ) → 5 : 4 = 1 ツ

の 4 通 り
～ 。

よって 求 める確率 は

(t =Ʃ
4 2

4

ア : 誤 り
下 の 例 では 平面 A C 平面 B は 平行 であるが
線線mー一一
l 平面 A

平面 B
m

イ 。 誤 り

下 の 例 では (11 m であるが平面 A
とm～

平面 B が 平行 でないため
～

平面 A
l

⑨

) l 1 lm
0

↑
m 平面 B

平面 A と 平面 B が 交 わる (平行 でなり



ウ ? 誤 り
F の 例 では 平面 A と 平面 B は 垂直であるが
直線er 直線m が直 でなため～
～

～

mw～～

l

平面 A
フ 面 A平 と平面 B は 垂道

m 平面 B

エ : 正 しい
～

平面Al
→ 直線l と平面 B は垂直
7

m 平面 B

〉平面A と 平面B は 乗直

5

最頻値 : 最 も 頻度 が 高 い 値

中央 値 : デ ー タを 小 さい順 に 並 べたときの

中 央 にある 値



表 ( 去年 ) の

。 最頻値 : 1 占
いい

～

→ 12

0 。 中 央値 :42試合 の 中央 の試合数
～

は 21 試合目 と 22 試合目
21 試合目 → 1 点

→

～ー 39
→ 山

→ 42 22 試合 目 → 1 点

デ ー タ 数 が偶数 ( 42 ) なので 21 試合目 と 22試合
目 の平均 は

告 = 1 点
～～

18
2

1

また 。 1 点 以上 の試合数 は
15 t 8 十 4 = 2 十 1 = 30試合

なので 割合 は

423 然
ア : 最 頻値 1 点の 中央値 : 芝 = 1 占

m
～

いい

1 点以上 の 試合数の割合進
世

210

世く 分母 を 210 で 通分
210
m～

去年 の割合
～

今年 の 割合
( 75 ) (303 )



: 最 頻値 1 点 中央値 : 主 ～
5
点

～

得点 の 中 央 値 が 去年 と 等 しくないので 誤 り

: 最頻値 1点 中央値 : 告 = 1 点
m～

1 点以上 の 試合数の割合 :世
道

舞の割合477
分母 を 210 で 通分

21～
去年 の割合
( 75 ) ( ,03 )

1 点 以上 の 今年 の 試合数 の 割合 が 去年
より 小 さいので 誤 り

: 最頻値→ 2 点

得点 の 最頻値 が 去年 と 等 しくないので誤り



2回
1

「

Y の増加量
変化 の割合 =い

x の増加量
x の 増加量
～

x が 一 4 から ① まで 増加 するので
O 一 ( 4 ) = 4

Y の 増加量
x = 4 のとき
～

Y = 上 x̂ = 土 , 42 = 8

C = O のとき

Y = 五 x = 土 × 0
^

= 0

よって Y の 増加量 は
0 一 8 = 8

変化 の 割合 =

Y の増加量二
x の 増加量

=
= = 2
～～



(別解 )

Y = ax 2 において x が P から qまで増加
するとき . 変化 の 割合 は

a ( p tf )
で 表 すことができる～

Y = ± xx で x が 一 4 から σ まで 増加 するので

変化 の 割合 = Ʃ× ( 4 t 0 )

= Ʃ , (4 )

= 一 2
m

(2 )

まず ② の 夕比例 のグラフの 式 を 求 める
～

→ 点 B の 条件 ( x , Y がともに 負 の 整数
～

) から

x
, y の 値 の 候補 を決める

点 A は ① Y = 五 x 上 にあり x = 2 なので

y = 上 x 2

=± x 4

=2
～

よって
点
A の 座標 は ( 2 .

2

) ～
～



また 点 A は ② の 夕比例 のグラフ 上 にある
。

1反比例 のグラフの 式 を Y =θ とおくと
2 = θ ⇒ a = 4

したがって ② のグラフの 式 は

然
点 B は Y =

x

4のグラフ 上 にあり ,
x

. , Y ともに

負 の 整数
～。

x = 1 のとき Y = * ～
～

x = = 2 のときY = 一 2～
～

x= = 3 のとき Y =
一

4 整数 でない3m
～
～

x = 一 4 のとき Y = 1mm

よって ( x , Y ) の 候補 は

( 1 。 4 ) ( 2 2
)
. (4 リ

の 3 つである
。
これらを Y = ax に 代が整数となるものを 見 つければ良
～

ー



⑦ ( 1 , 4 ) のとき

一 4 = a × () %
⇒

a = 一 *
～

整数

⑨ ( 2 2 ) のとき

一 2 = a × (. 2 )
k

⇒ a=ー 整数でない

⑦ ( 4 ,一 ) のとき

ー 1 = a x t 4 )
%

⇒ a又 整数でない

よって
a

= 一 4 ～
～

20 直線 AP と直線l は 垂直 である
⇒ 点 A を 通 る 垂線 を作図 する

。

② 点 B を
点
P を 中心 として 回転移動 させると

点 C と 重 なる 。

⇒ 線分 BP と CP は 点 P を 中心 とした円 の半径
。

またこの 円 周 上 に 点 B と 点 C があるので
BC の 垂直 =等分線

① と ② の 交 点 が 点 P となる 。



X
0

の
響ダ上:

BP = CP
(半径 )

P

OPBC はニ等辺三角形回 ↓

7
↓

1 C

BC (底辺) の 垂直=等分線
は 点 P を通 る

る

)

1 に 次方程式 で表す
場合

へ 地区 の 面積 を xkm とする
～

A地 区 の 面積 の 70% が森林
⇒ A地 区 の 森林 の 面積 は

1007ox



B地 区 の 面積 の 90 % が森林
⇒ 町 の 面積 は 630 km で A 地区 の 面積
が x km なので B地区 の 面積 は
630 x km

2

よって B 地区 の 森林 の面積 は

100

世 1630 ー

x )

町全体 の森林 面積 が 519 km なので

o
x 世
( 630x) = 519

loo
～

IO 0 ～

A 地区 の森林
～～

^ B地区 の森林 町 の森林
ー

(答 )
連立方程式 で 表 す 場合
～

A地区 の 面積 を x kmB 地区 の面積人
Y km とする
～

～～

{
x t y = 630
Aの 面積 B の面積

～

町 の 面積

」 100

知
x = 1000 Y = 519

: 森林の面積森林の面積
～

mn～

町 の森林の 面積
～～～

～

(答 )



次方程式 で 解 く 場合
～

o
x

t100
%

( 630 x ) = 519
100

両辺 を 10 倍 して
7 x ± 9 ( 630 ー ) = 5190x

て x ± 5670 9 x = 51 90

ー 2 x = 一 480

x = 2 40

x は A 地区 の 面積 で
,
A地区 の 森林面積は

A 地区 の 面積の 17 0 % なので

240 × 1000= 168 km～
～

連立方程式 で 解 く 場合
～

x t y = 630 ー の

{ 1007o x t 10090y = 519一 ②

① ×

,
②9 × 10 をすると

{ 9 x ± 9 y = 56170 ー ③

7x ± 9 y = 5 1 90 ー ②



③ 一 ④ より

2 x = 480

x = 240

x は A 地区 の 面積 で
,
A地区 の 森林面積は

A地区 の 面積 の 70 % なので

240 ×

100

O= 168 km
～

4

(* 北 (* 2 t 6

や6
口 □
L 字 に 並 んだろつの 自然数 のうちもとも
小 さい 自然数を n とする

。
L 字型 に 並 んだ

3 つの 自然数をそれぞれ n を 使 って 表 すと
,

n
,
n t ,

n t 6 と 表 される 。

このとき
, それらの 和 は



n t (nt か ) t (n t 6 ) = 3 n t 7

= 3 ( n t 2 ) t 1

nt 2 は 整数 なので , 3 (nt 2 ) は 3 の 倍数 。

よって 3 (nt 2 ) 1 は 3 の 倍数 に 1 を

加 えた 数である
。

したがって ,
ん 字 に 並 んだ 3 つの 自然数の 和 は

} の 倍数 に 1 を 加 えた 数である
。

回
点 P は A を 出発 し 毎秒 1 cm の 速さでい
辺 AE 上 , 線分 EB 上 ,

辺 B C 上 を C まで動く

x = 3 のとき
,
点 P は 辺AE 上にあるべ

したがって x = 3 のときの

四角 すい PEFGH の

体積 Y は

{
ノ3
～ 5

Y = 3 × 5 ×
1

× ③惑 ,
= 5
～

X 四角 すい PE FGH の 高 さは PE = 4 一x

x= 3 なので , PE = 1



( 2 ) E B の 長 さは OBEF で 三平方 の 定理 より

EB =√3t
ー

=√ 9 t 16
ー

= 25

凸
したがって

, 点 P は
,
5 O ≡ x ≡ 4 → AE 上

4 ≡ x ミ 9 → EB 上
m (イ )一 9 { x ≡ 14 → BC上

～

(イ )

にある 。

O ≤ x ≤ 4 のとき
～

四角 すい P EFGH の 高 さは PE = 4 一x

したがて 体積 Y は

Y = 3 × 5 × (4 x ) × ね
= 5 人 ( 4 . x )

= 一 5 x t 2 o
～～～



4 ≡ x ≡ 9 のとき

点 P は 線分 EB上 に

ある 。

点 P から 辺 EF に 垂線
を 下 ろし 交点 を H とする

。

このとき 四角 ず PEFGH
～暑 の 高 さは PH となる
～

H

PH の 長 さを 求 める

AEB = 9
,
AEP = x

より

BP = 9 一x

つ
よって

5

Pー
9 x PE = BE 一 BP

ー0

「 = 5 ( 9. x )

H
⑧

= x 一 4
～

参敷

00

A E P B
0。 通学

C9 *

5√し



ここで O EPH と O E BF において
,

P H 11 B F より 同位角 が 等 しいので
LE PH = L EBF ー ①

L E HP = ∠ EFB ー ②

① , ② より 2組 の 角 がそれぞれ等 いので
L EPH ∞ L EBF

。
対応 する 辺 の 比は 等 しい

ので

EP : EB = PH : B 「
*5 4

よって

5 PH = 4 (x . 4 )

PH =⑤ 1 x 4ー四角ず PEFGH の

高 さ

したがって 四角 すい PE FGH の 体積 はは

Y = 3 × 5 × ⑤ (x 4 ) × 五
= 4 (x ー 4 )

= 4 x 一 16
～～

( ウ )



参考

9 ≡ x ミ 14 のとき 点 P

00

P は辺 B C 上 にある
。

四角 す PEFGH の

高 さ pH は 常 に 4 cm

なので 体積 Y は

Y = 3 × 5 × 4 × 5
H て

0

= 20

↓

ダ
= 5ct 2 o

,

↑
Y = 20

↑
Y = 4 x ー 16

0 0 0

X x = 4 のとき 点 P は 点 E にいる 。 このとき

四角 すい PEFGH の 高 さは O なので 体積 も O
。



2

BP の長 さが 分 かれば

000

P 何秒後 が 分 かる
。

⇒ PF の 長 さが 分 かれば
三平方 の 定理 より BP
の長さが 分 かる

。

⇒ 0 PEF の 面積 を

利用 して PF の長 さを
求 める

。

OPG の 面積 はF

O PFG = 5 × 4 × 支
= ( O

OPFG の 面積 : O PEF の面積 =ーー
10

4 × 0 PEF = 30

∴ . O P E F =O

た2



ここで辺EF と 面 BFGC
～

00

P は 垂直 であり
～

PF は 面 BFGCんの
線分 であり
～

PF と EF は 点 F で
～

交 わるので
～

20000 EFIPF

よって O PE F は 底辺 を EF とすると 高 さは PF
となる 。

O PEF = E F × PF×Ʃー
令

2

上5

辻 = 3 × PF が
)

両辺を 2倍 して

15 = 3 PF . PF = 5

∴ . PF =
5～

L PBF で 三平方 の 定理 より

BP =√ 52 ー
)

√ 25 ル世 =9
= 3

点 P は 点 B に 着 くまで 9 秒 かかっているので

9 t 3 = 12 秒
～～



口
1

XX

い

^

^

こ

X 通

0

O A BC と O A H E において

線分 AB は 円 O の 直径 なので 半円 の円 に

対 する 円 は 等 しいので周角
LA CB =∠ AEH = 90 ー ①

OC / AD で 錯角 は 等 しので
LHAE = LOCA ー②
～～

OOCA は σ c = OA ( 半径 ) の 二等辺三角形
なので

∠ BAC = ∠ ocA 一 ③
～～

② ,
③ より

L HAE = LBA C ー ④

①
,
④ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので
L ABC ∞ □ AHE (証明終わり )



2

( 1 ) 方の
CD の 長 さを 求 める

⇒ JE の 長 さと等い
m～

OJCE は直角三角形 で
C E の 長 さがJCE

～ ～

分 かれば 三平方 の 定理
く 「 より JE が 求 められる

～
ー

⇒ BC ( = 3 ) を 活 用 して CE を 求 める 。

～

⇒ DABC ∞ σ AHE ∞ O BCJ を 活用 して JC
～

を 求 める
(解答 )
O AHE と □ BCJ におい
一

CE に 対 する 円 周角 は 等 しいので
LEAH = LCBI ー①

O C / AD より 同位角 は 等 しいので

LAEH = ∠ OJB = 90
^

ー ②

また
L BJC = 1800 LOJB

= 1800 ー 900
= 90 ー③



②
,
③ より
L AEH = ∠ BJ C = 90 ー ④

①
, ④ より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しので
OAHE ∞ □ BCJ

( ) より OABC ∞ □ A H E なので
O ABC ∞ OAHE ∞ 0 BCJ
⇒ 0 A BC ∞ 0 BCJ

対応 する 辺 の 比 は等 しので
AB : BC = BC : C エ
ー ～ 一

9 3 3

⇒ 9 CJ = 9
∴ .CJ
=～
～

また ,
00 BJ と OABEで

OC // AD より 同位角 が
等 しので

∠ BOJ = ∠ BAE 一 ①

LBJ O = ∠ BED ー②

0
,
② より 2組 の 角がそれぞれ 等 しので
0 O BJ ∞ OABE



ここで
,

AB は 直径 で 9 cm なので
OB = 0A = 4 5 cm (半径 )

よって

Bo : BA = 4
.

5 : 9
= 1 : 2

0 O BJ ∞ OABE で 対応 する 辺 の 比 は 等 しい

ので

BJ : BE = : 2 ↓
BJJE =②
回

O は

比を

⇒ BJ : JE = 1 ? 1 ⇒ JE = ① 表す

よって 点丁 は 線分 BE の 中点 である
～

よって O CB E は

線分 BC を 底辺 とすると
底辺 の 垂直 = 等分線 が
点 C を 通 るので

^
^ ニ 等辺三角形 となる

。

「 「 CB = CE で CB = 3
リい い

ン , より C E = 3
～ 3

よって □ JCE で 三平 方 の 定理 より

JE =√家に
↓ 本 =√8 =☆

= 2Z
JE = CD より CD = 2 Ʃommmm



( 2 ) 難問 方針

GI の 長 さを 求 める

⇒ IF (θ ) と IG : GF (② ) が

分 かれば CE の 長 さを 求 め
ok られる

。

① IF の 長 さは IK (③ ) とFC 81の長

分 かれば 三平方 の 定理 より 求 められる 。

⇒ ③ IK = CD = 2主
⇒ ④ FK は FE と IJ のさより 求 める長

ー

⇒ □ BIJ ∞ OBFE の 相似比 を利用

⇒ IG : GF② は □ IGC ∞ ∞ FGA の 相似比
で 求 める

。

解答( )

9
) BJ = JE= m

り BE = 4☆

OABE で 三平方 の 定埋より。

シ AE =√92 (4☆ パ
ー

)舞.
「

4
N次 = 7



CJ = E D = 1 より

= 7 十 に 8
A D = A E TED

"5A F : FD = 5 : 3 より 8

AF = 85 × AD = 5

FD = 8 , AD = 3

OBIJ と O BFE において

OC / AD で 同位角 は等 しいので

∠ BIJ = ∠ BFE ー ③

LBJI = ∠ BEF 一 ④
③ , ④ より2 組 の 角がそれぞれ

*～*～
o
」ジ 等 しいので O BIJ∞ 0 BFE

点丁 は BE の 中 点 なので
,

σ BIJ と OBFE の

相似比 は 1 : 2

F D = 3
.

E D = 1 より

F 1E = F D ー ED

= 3 1

= 2

よって

IJ FE = 1 : 2:

シ

⇒ ] J = 1
cm , I

C = IJ tJC = t に 2 cm



L IGC と 乙 F GA において ,

。

)
対頂角 は 等 しいので

5 LIGC = ∠ FGA 一 ①

ー OCVAD で 錯角 は等 しいので
.

く LICG = ∠ FA G 一 ②

: ①
,
② より 2組 の 角 がそれぞれ

等 しいので 0 I G C ∞ □ FGA

IC = 2 cm , FA = 50m より 相似比 は 2 = 5
対辺 する 辺 の 比 は等 しいので

IG : G F = 2 5

FK = FE 一 KE で FK = 27

IJ = KE = 1 より

FE = 2 1 = 1 0m

nk
%～

⑤
母 よって I F は 0 IKF で 三平方0

シ改
の 定理 より

IF =√冷パパ
ー

? √ 8* =√9 = 3
= 3

IG : GF = 2 : 5 より

IGm
～


